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表
１

【研究者・研究組織・研究概要（研究計画書より）】

新潟市における頭頸部がん検診

研究代表者：岡部　隆一（おかべ　りゅういち）
（新潟大学 耳鼻咽喉・頭頸部外科）

研究組織（＊印は新潟市医師会員）

①研究者名 ②分　担　す　る 
研　究　項　目

③最終卒業校・ 
卒業年次・学位 
及び専攻科目

④所　属　機　関 
及び現在の専門
（研究実施場所）

⑤所 属 機 関 に 
お け る 職 名

○　岡部　隆一 研究の総括 デー
タ収集、解析 検
診業務

新潟大学医学部 H14
年度 学士 耳鼻咽喉
科・頭頸部外科

新潟大学医学部 耳
鼻咽喉科・頭頸部
外科
長岡赤十字病院　
耳鼻咽喉科

非常勤講師
部長

　＊堀井　新 研究の総括、助言 徳島大学医学部 H 1
年度 医学博士 耳鼻
咽喉科・頭頸部外科

新潟大学医学部 耳
鼻咽喉科・頭頸部 
外科

教授

　＊佐藤　雄一郎 研究の助言、検診
業務

昭和大学医学部 H 3
年度 学士 耳鼻咽喉
科・頭頸部外科

県立がんセンター 
新潟病院頭頸部外
科

部長

　＊山崎　恵介 研究の助言、検診
業務

山形大学医学部 H14
年度 学士 耳鼻咽喉
科・頭頸部外科

新潟大学医学部 耳
鼻咽喉科・頭頸部
外科 

助教

　＊植木　雄志 研究の助言、検診
業務

新潟大学医学部 H15
年度 学士 耳鼻咽喉
科・頭頸部外科

新潟大学医学部 耳
鼻咽喉科・頭頸部
外科 

医員

　　正道　隆介 検診業務 新潟大学医学部 H17
年度 医学博士 耳鼻
咽喉科・頭頸部外科

新潟大学医学部 耳
鼻咽喉科・頭頸部
外科 

医員

　　太田　久幸 検診業務 新潟大学医学部 H17
年度 学士　耳鼻咽
喉科・頭頸部外科

新潟大学医学部 耳
鼻咽喉科・頭頸部
外科 

医員

　　高橋　剛史 検診業務 新潟大学医学部 H21
年度 学士　耳鼻咽
喉科・頭頸部外科

新潟大学医学部 耳
鼻咽喉科・頭頸部
外科 

医員
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【研究者・研究組織・研究概要（研究計画書より）】

新潟市における子育てソーシャルサポートに関する実証的研究～妊娠・
出産から青年期に至る包括的相談支援システムの構築に向けて～

研究代表者：小池　由佳（こいけ　ゆか）
（新潟県立大学 人間生活学部子ども学科）

研究組織（＊印は新潟市医師会員）

①研究者名 ②分　担　す　る 
研　究　項　目

③最終卒業校・ 
卒業年次・学位 
及び専攻科目

④所　属　機　関 
及び現在の専門
（研究実施場所）

⑤所 属 機 関 に 
お け る 職 名

○　小池　由佳 統括（計画、実施、
分析）

大阪市立大学大学院
生活科学専攻人間福
祉学専攻・平成 9 年
3月・修士（学術）

新潟県立大学 人間
生活学部 こども学
科

教授

　＊佐藤　勇 研究計画立案及び
分析

秋田大学医学部・昭
和56年度卒・医学博
士

よいこの小児科さ
とう

院長

　　伊藤　真理子 研究全般（計画、
実施、分析）

京都大学大学院教
育学研究科臨床教
育学専攻博士後期
課程学修認定退
学・ 平 成1 2年 3
月・修士（教育学）

新潟青陵大学 福祉
心理学部 臨床心理
学科

教授

　　丸田　秋男 研究計画立案及び
分析

新潟大学大学院博士
課程満期退学・平成
20年 3 月・修士（地
域政策学）

新潟医療福祉大学 
社会福祉学部 社会
福祉学科

副学長・社会福祉
学部長

　　山口　智 研究全般（計画、
実施、分析）

新潟医療福祉大学・
平成29年 3 月・博士
（保健学）

新潟医療福祉大学 
社会福祉学部 社会
福祉学科

助教

　　小柴　真一 研究の実施及び分
析

新潟県立西新発田高
等学校普通科・平成
4年 3月

新潟市役所 こども
未来部　こども政
策課

主幹

　　川村　雅子 研究の実施及び分
析

敬和学園大学・英語
英米文学科・平成10
年度卒・学士

新潟市社会福祉協
議会 福祉相談支援
課

コーディネーター

　　城丸　恵子 研究の実施及び分
析

新潟青陵短期大学幼
児教育科・平成 7 年
度卒・準学士

新潟市社会福祉協
議会 福祉相談支援
課

コーディネーター
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研究の概要
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【研究者・研究組織・研究概要（研究計画書より）】

改正健康増進法施行に向けた新潟市職域における喫煙対策の現状と対策
支援ニーズの把握

研究代表者：関　 奈緒（せき　なお）
（新潟大学 保健学研究科 看護学分野）

研究組織（＊印は新潟市医師会員）

①研究者名 ②分　担　す　る 
研　究　項　目

③最終卒業校・ 
卒業年次・学位 
及び専攻科目

④所　属　機　関 
及び現在の専門
（研究実施場所）

⑤所 属 機 関 に 
お け る 職 名

○＊関　奈緒 総括（計画・実
施・分析・論文作
成）

新潟大学医学部・
平成 3 年・博士
（医学）・公衆衛生
学

新潟大学大学院保
健学研究科・公衆
衛生学

教授

　　関島　香代子 計画立案・調査票
作成・分析・論文
作成

新潟大学医歯学総
合研究科・平成17
年・公衆衛生学

新潟大学大学院保
健学研究科・母子
保健

准教授

　＊高橋　善樹 成人式喫煙率調査
の実施計画策定と
実施

新潟大学医学部・
昭和59年・博士
（医学）

新潟市保健所 保健所長

　　伊藤　由香 成人式喫煙率調査
の実施計画策定と
実施

新潟大学大学院保
健学研究科・平成
29年・修士（保健
学）

新潟市保健所 健
康増進課

課長

　　羽田野　優美 成人式喫煙率調査
の実施計画策定と
実施

新潟大学医学部保
健学科看護学専
攻・平成17年

新潟市保健所 健
康増進課

主査

発
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研究の概要

新潟市の成人喫煙率，受動喫煙の機会はいまだ「スマイル新潟ヘルスプラン」の目標達成に至っ
ておらず，より有効な対策の立案が求められている。特に喫煙率低下に直結する重要対策である未
成年者喫煙防止（防煙）に関し，新潟市は全市的，系統的な防煙対策は不十分であり，目標値，評
価指標も未設定と脆弱である。本研究の第一の目的は防煙対策の評価指標となる未成年喫煙率を高
精度で見積もる成人式喫煙率調査を活用した独創的な現状把握システムを構築し，防煙対策基盤を
強化することである。また新潟市民において受動喫煙機会の最も多い「職域」の対策推進は喫緊の
課題である。本研究は加熱式たばこ対策にも着目して市内職域の喫煙対策実施状況と対策支援ニー
ズを明らかにするとともに，労働者を対象とした意識調査により禁煙支援対策，家庭内受動喫煙防
止対策への示唆を得ることを第二の目的とした。喫煙対策は現在，加熱式たばこの浸透（全国販売
2016年），改正健康増進法施行（2020年），成人年齢引き下げ（2022年）などにより大きな変革期に
直面している。このような時期だからこそ新潟市の喫煙対策における基盤強化，新しく有効な喫煙
対策（全市的な防煙教育や若年者や働き世代の禁煙支援，職場の受動喫煙防止等）の立案，「行政-
職域-医療」の連携体制の構築が求められている。本研究成果はこれら全てへの貢献が期待され，
新潟市における喫煙対策の包括的推進に寄与できる。

本研究は「成人式喫煙率調査（2019年度，2020年度）」と「職域における喫煙対策調査：事業所
調査（2019年度）と労働者調査（2020年度）」の二本立てである。いずれの調査も無記名自記式ア
ンケート調査（成人式喫煙率調査のみWeb回答も選択可とする）である。「成人式喫煙率調査」は
データの収集・分析を行うとともに，継続可能な調査システムの構築に向け連携体制や実施主体の
検討も行う。

研究協力の任意性を確保する。無記名調査のためアンケートへの回答・提出をもって同意とみな
す。研究実施に際しては事前に「新潟大学における人を対象とする研究等倫理審査委員会」の承認
を得る。

（流れ図）
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【研究者・研究組織・研究概要（研究計画書より）】

慢性心不全患者における要介護発生率と関連因子の検討

研究代表者：藤木　伸也（ふじき　しんや）
（新潟大学 循環器内科学）

研究組織（＊印は新潟市医師会員）

①研究者名 ②分　担　す　る 
研　究　項　目

③最終卒業校・ 
卒業年次・学位 
及び専攻科目

④所　属　機　関 
及び現在の専門
（研究実施場所）

⑤所 属 機 関 に 
お け る 職 名

○　藤木　伸也 富山大学・平成21
年・循環器内科

新潟大学大学院医
歯学総合研究科 
循環器内科学

医員

　＊南野　徹 千葉大学・平成 1
年・循環器内科

新潟大学大学院医
歯学総合研究科 
循環器内科学

教授

　＊大倉　裕二 新潟大学・平成 2
年・循環器内科

新潟県立がんセン
ター新潟病院

内科部長
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研究の概要

　本研究は、増加の一途を辿る高齢心不全患者のおける介護発生のリスク因子を明らかにする
ことを目的とした後ろ向き観察研究である。心不全はフレイルを悪化させる一因であるが、疾
患の重症度、治療方法や併存疾患といった臨床的要素が、どの程度介護発生に関わっているか
は不明である。本研究では、心エコー検査で心不全と診断された患者のカルテ情報や主治医意
見書から、介護発生に関わる臨床的リスク因子を調査する。さらに生活に関わるアンケートを
行い、介護を必要とする患者の生活背景の特徴や、介護者の負担についても調査する予定であ
る。
　介護発生のリスク因子が明らかになればリスク層別化が可能となる。それぞれのリスク因子
が介護発生に与えるインパクトに従って、将来的にどのくらいの確率で介護が必要になるかを
予測することは、増加し続ける高齢心不全患者の状態を適切に判断し、必要な治療・予防策を
とるために重要である。ターゲットを明確にした治療・予防策を選択することで、効率的な介
護予防を行うことが出来ると考えられ、行政の協力が得られれば、心不全患者に対する介護予
防事業といった政策へ発展する可能性もある。
　本研究は「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」（平成26年12月文部科学省・厚生労
働省告示第 3号）の精神に則り実施する。今後 3年間の間に約5000例の対象患者の登録と解析
を行う。既に各施設内倫理委員会の了承を得て、新潟市内の20施設で調査を実施しており、約
1500例の症例登録が行われている。2018年 4 月以降も症例登録を継続し、2020年 4 月を目途に
データ集積を終える予定である。現在進行中の研究であり、症例登録も着々と進んでいること
から実現可能性が高い研究であると考えられる。

（流れ図）
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【研究者・研究組織・研究概要（研究計画書より）】

フレイルとバランス機能および筋量の関係
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【研究者・研究組織・研究概要（研究計画書より）】

誤嚥性肺炎入院患者の摂食嚥下機能に応じたクリニカルパスの実施

研究代表者：建部　一毅（たてべ　かずき）
（新潟南病院 リハビリテーション科）

研究組織（＊印は新潟市医師会員）

①研究者名 ②分　担　す　る 
研　究　項　目

③最終卒業校・ 
卒業年次・学位
及び専攻科目

④所　属　機　関 
及び現在の専門
（研究実施場所）

⑤所 属 機 関 に 
お け る 職 名

○　建部　一毅 摂食嚥下機能評価
データ採取

新潟リハビリテー
ション専門学校・
2007年・高度専門
士（言語聴覚学）

新潟南病院 リハ
ビリテーション科

療法士
(言語聴覚士）

　　石田　雅樹 摂食嚥下機能評価
データ採取

新潟リハビリテー
ション専門学校・
2006年・高度専門
士（言語聴覚学）

新潟南病院 リハ
ビリテーション科

療法士
（言語聴覚士）

　＊小幡　裕明 データ採取
データ解析

新潟大学 大学院 
医歯学総合研究科 
修了・2008年・博
士（医学）

新潟南病院 リハ
ビリテーション科

部長
（医師）

　　井上　誠 摂食嚥下機能評価
データ解析

新潟大学大学院 歯
学 研 究 科・19 9 8
年・博士（歯学）・
口腔生理

新潟大学大学院 
医歯学総合研究科 
摂食嚥下リハビリ
テーション学分野

教授
（歯科医師）

　　辻村　恭憲 摂食嚥下機能評価
データ解析

日本大学 大学院・
2009年・博士（歯
学）・口腔生理

新潟大学大学院 
医歯学総合研究科 
摂食嚥下リハビリ
テーション学分野

准教授
（歯科医師）

　　真柄　仁 摂食嚥下機能評価
データ解析

新潟大学 大学院 
医歯学総合研究科
修了・2012年・博
士（歯学）・歯科補
綴

新潟大学 医歯学
総合病院
摂食嚥下機能回復
部

講師
（歯科医師）
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研究の概要
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【研究者・研究組織・研究概要（研究計画書より）】

実家の茶の間・紫竹におけるつながりの構造要因の検討

研究代表者：石上　和男（いしがみ　かずお）
（新潟医療福祉大学 医療経営管理学部）

研究組織（＊印は新潟市医師会員）

①研究者名 ②分　担　す　る 
研　究　項　目

③最終卒業校・ 
卒業年次・学位
及び専攻科目

④所　属　機　関 
及び現在の専門
（研究実施場所）

⑤所 属 機 関 に 
お け る 職 名

○　石上　和男 全体統括，研究計
画，データ収集・
分析，考察，成果
発表

新潟大学歯学部
（1975）歯学博士・
公衆衛生学

新潟医療福祉大学 
医療経営管理学部 
医療情報管理学科

教授

　　杉本　洋 研究計画，データ
収集・分析，考
察，成果発表

北陸先端科学技術
大学院大学（終了
年次2015年）博士
（知識科学）

新潟医療福祉大学 
看護学部 看護学
科

講師

　　西川　薫 研究計画，データ
収集・分析，考
察，成果発表

新潟大学大学院
（2009）博士（学
術）・日本社会文
化

新潟医療福祉大学 
看護学部 看護学
科

准教授

　　金谷　光子 研究計画，データ
分析，考察，成果
発表

東京女子医科大学
(2013）博士・看護
学

新潟医療福祉大学 
看護学部 看護学
科

教授

　　高野　晃輔 研究計画，データ
分析，成果発表

新潟医療福祉大
（2016）修士・医
療情報

新潟医療福祉大学 
医療経営管理学部 
医療情報管理学科

助手

　　紅林　祐介 データ分析，考
察，成果発表

杏林大学（2014）
博士・看護学

新潟医療福祉大学 
看護学部 看護学
科

講師

　　大屋　愛里 データ分析，考
察，成果発表

新潟医療福祉大学
（2010）学士・医
療技術学部看護学
科

新潟医療福祉大学 
看護学部 看護学
科

助手

　＊遠藤　和男 データ分析，考
察，成果発表

千葉大学医学部
（1978年）医学博
士

新潟医療福祉大学 
健康科学部 健康
栄養学科

教授

　　皆川　璃子 データ分析、成果
発表

新潟医療福祉大学
(2018)大学院生・
医療情報

新潟医療福祉大学 
医療経営管理学部 
医療情報管理学科

大学院生
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【研究者・研究組織・研究概要（研究計画書より）】

新潟市の糖尿病治療中断者の現状把握ならびに受診勧告事業の有効性の
検討（第3報）

研究代表者：藤原　和哉（ふじわら　かずや）
（新潟大学 健康寿命延伸・生活習慣病予防治療医学）

研究組織（＊印は新潟市医師会員）

①研究者名 ②分　担　す　る 
研　究　項　目

③最終卒業校・ 
卒業年次・学位 
及び専攻科目

④所　属　機　関 
及び現在の専門
（研究実施場所）

⑤所 属 機 関 に 
お け る 職 名

○　藤原　和哉 研究デザイン作成
データベース作成
データ解析

筑波大学 医学博
士 内分泌・代謝
内科学・生活習慣
病

新潟大学 特任准教授

　＊曽根　博仁 研究デザイン作成
解析結果評価

筑波大学 医学博
士 内分泌・代謝
内科学・生活習慣
病

新潟大学 教授

　＊加藤　公則 研究デザイン作成
解析結果評価

新潟大学 医学博
士 循環器内科・
健診

新潟大学 特任教授

　　谷内田　潤子 研究デザイン作成 新潟大学 保健学
修士 看護学 発

表
８



研究の概要

糖尿病患者では、治療の中断により合併症が進行するだけでなく、健康寿命を含む予後が悪化す
ることが知られている。治療の中断の重要性は社会的にも理解されているが、本県においては、正
確な頻度すら分かっていない。さらに、治療中断者を特定し、適切な前向き介入が通院再開に有益
となるか、また、どのような要因が患者の受診中断を引き起こすのかを検討した報告は極めて少な
い。そこで、すでにアドバイザリーとして参画している、新潟市福祉部保険年金課の保険事業計画
で進行中である、「糖尿病治療中断者への治療再開を勧奨する通知」事業において、中断者の頻度
を算出し、治療再開勧奨の有効性に関する検証システムの体制を確立することで、糖尿病治療中断
者の現状の把握と治療の再開に通じる基礎資料を作成する。システム構築後、新潟市医師会に協力
いただき、三つ巴の協力研究体制ならびに保健・臨床現場における現場応用体制を目指していく。

国民健康保険の約20万人の診療報酬明細書（レセプト）データを活用し、糖尿病患者を特定する。
具体的には、治療中断者を特定する自動化システムを導入し、治療再開を勧奨する通知を行う。そ
の後、レセプト情報を活用し治療再開の判定を行う。同時に大規模レセプトデータから、比較対象
群を設定し、上述した「治療再開を勧奨する通知」の有効性を統計学的に評価し、科学的に検討す
る。本研究から、新潟市における糖尿病治療中断の実態が明らかとなるだけでなく、治療再開を勧
奨する通知の効果が明らかとなり、糖尿病治療中断者の介入における「新潟モデル」確立の基礎資
料となることが期待される。その結果、糖尿病が引き起こす、失明、血液透析などの重症合併症発
症を抑制し、健康寿命延伸、QOLの向上だけでなく、高騰する医療費抑制につながることが期待
される。平成31年度は、平成29-30年度に確立した（成果は平成30年度研究報告会にて報告予定）
中断者自動化特定システムを利用し、新潟市の医療圏ごとにおける治療中断の実態把握を行い、同
時に治療再開勧奨通知システムの基盤を確立する。

本研究は「ヘルシンキ宣言」、厚生労働省、文部科学省・厚生労働省、日本疫学会の各指針に則っ
て実施し、全てにおいて、新潟大学における倫理委員会で承認を受ける。本研究は、厚生労働省・
文部科学省「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」における、「既存資料・情報の提供を
受け、利用する研究」に相当する。この場合、研究対象者から文章によるインフォームド・コンセ
ントを受けることを必ずしも要しないが、研究者等は、「当該研究の目的を含む研究の実施につい
ての情報を公開し、及び研究対象者となる者が研究対象者となることを拒否できるようにしなけれ
ばならない。」と記載されている。そのため、新潟大学医学部血液・内分泌・代謝内科のホームペー
ジに研究の概要を掲示する。

（流れ図）発
表
８
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